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八木孝夫

札幌適繭農業局

(北二〔試癒職は昭和1脚～18年)

地質調査所側から斎藤支所長ほか各課代表晦腐

(於札幌あべ会鮪)

張先で舟が沈んで海女の肌であたためられて蘇生され

た&伝えられてい凄すがあれは本当の誘ですか凸

どうぞよろしくおねがい申しあげます山

霧場本目の会は幽麗&私竺恋司

会をっとめることぽ扱顯ており蜜ず吉

不匁れの点も多かるう畿思い護裁⑳

でよろしくおねがい熊し漢す､橡

様のお席に用意し塞栓稔眺海道鉱

床総覧Jは皆様のご成果に最近の調

査研究成果をつみあげて編簾したも

霧場技官のでございます｡

望外のよろこびです.

さて皆様方にはいろいろの話題がお勅リでしょうが

この際赤裸々のところをお聞かせ願いたいと思います｡

具合のわるい点は編簾曹が十分意を配1)ますのでその

辺はご心配無用にねがい塞す｡

はるばる釧路からおいで下さった古館さん何でも冊

1地質図を4枚作ることがノルマでした.旅費は私で

1目1円10銭でしたが旅館が1泊2円はかかりました

からえらい苦労をしました.

竹内たしかにひどかった.人

夫は1ヵ月}び0日間ということで制

限されていたのでよほどひどい調

査の場合でないと人夫をっかうこと

ができなかったものです､エリモ

岬～目高地方の調査では旅費が少放

竹内筑いので旅館にとまるどころの話では

ありません.1俵17円の米がかえたくてね.仕事の

方は王シｰズンでδ万分の王地形図4枚を全域歩かなく

駿会�
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ではなら狂いので手のつけようがなかった.大橋潜

が庶野地方の卒論をやっていたのでこれからはじめる

ことにしたがとても終りそうも狂いので手分けして

調査をはじ一めたら今度は熊がこわくて歩け鮒叱いい

けけ始末で全く困りました.

わるいことにこの調査が終って明貝帰枇紬吻夜に

宿舎が火災にあいましてね.本も布団も服愁焼曽双レ

まってかろうじて調査用具の一部と野帳鶯はを欝顯て

逃げた始末でサンブルもほとんどやられ談じ淀｡鉦

くに大切にしておいたニカンベツ地区のサンプルを全部

やいてしまいましてとりまとめのときは地質が続かぬ

わサンブノレはないわで全く往生したものです.

後藤費用はどこから出たのですか.

古館国費ですよ.

議場それにしても旅費が安かったです松

狂りたたたい旅費に不満はなかったのです秘曲

ピンハネされていたのとはちがいますか曲

山屡

たよ珀

すか｡

苧鳥騨鰻鶏⑳識鑑ζ鰯繍滋幾)

舵頭は根本忠寛2欝等古館兼治釜艦導餓漆鱒顯餐災

古館そういうものだとあきらめていたのでしょうね.

工業試験場はもいるいろの部があリ凄したが地質調査

が一はん冷飯を食わされていたようです.何でも定員

枠まで支庁や本庁にすいとられていたようですよ.

竹内幌泉調査のときぽ私はニッケノン鉱床を発現し漢

した.これが今の幌満鉱山抵のだがこれは私の功績

ではたくて天候のせい芯と今も思ってい護ずぶ苗幌満

川を尾根まで行ったら雨はなって川水淋増して煽約溶

く狂ったわけです.致し力なく笹小屋をつく搬恋徹夜

し淀んですが翌日になったら腹がすいて何度愁何陵も

岩に腰がけて休みました,地質屋のくぜで岩の上に腰

を抽ろすと無心にハン呼一でその辺の岩を叩くでしょう一

あれですよ.やっているうちにピ減があるのに気がつ

いて小さいサンプルをポケットに入れて戻ったんです.

分析したら何とニッケルが出ましてね固

宙館私はミオシプシナをはじめて北海道から発見し

ました､また最近目高にヒスイが発屍されたといいま

すが私はすでに照和!3年に発見しているんですよ.

優白岩の牢に員のさめるようた緑の石がありましてね出

たしか新賢東クロム鉱{の沢ですよ.私はもともと申

開の生れですからヒスイには関心があったんです.�
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札幌讐窯つり(瀦琴鰯締慧助

山麓何部うれ淀んですか申

後藤ミオシプシナは今でも発見しぽくい化宥の叉つ

ぼ扱ってい蜜す刊大し淀もんですね.

一番場そうすると目高ヒスイが最近発見されだという

のは聞違いですね.これは不覚でした｡先輩に弗し

わけないことをしました咀

古館まだあと2ヵ所にありますよ､

番場その場所を菅ひ教えて下さい串

撮本30⑪部は富貴堂と丸善から出たんです出現金

で買った者はリストが残っていないのでそのまま紀征

ったがツケで買った人はリストがあったのでそれは

全部圓収されてしまい裏した.大学調査研究機関な

ど関係方繭紀削〃｡o部配布することカ蹄形と認めもれ

たので残部はたしか750部位あったお懲夢帯悉⑳醐

部は札幌の警察本部で管理されていたか終戦後護もな

く火災ぽありて焼失してしまったわけで吹出緑んあう

に恵濠れない地質図でした｡

古館いやそれだけはかんべんして下さい.

番場大へん興味あるお話でした.それではこの辺

で少し話題をかえて北海道の50万分の更地質図を編書

んされた当時のご苦労を伺いたいと思います｡この仕

事の中心になられた根本先生1ζはとくにご苦労沸多かっ

淀と闘いており凄すが.

根本昭和ユ2年収北海道工業試験場の第5部(資源調

査部)カ峨充されて技手2名のところに私か入り豪し

た｡またこのとき鈴木先生が嘱託に匁られ以前から

嘱託だった福窟先生がおられてさっきから諾のでてい

た昭和4年以後の調査実績を地質図として凄とめないか

という案が出ました.大井上氏のあと北海道地質図は

久しく出ていなかったので時宜をえたものと考乏北大

の地質教室の応援をえて昭和13牢記企圃し竹内省三

本杉君深谷君らといっしょ1}ンパイルし昭和泌牢

に印刷に回し昭和15年に完成しました｡工4年に軍機

保護法という法律淋で慧ていて網走一釧路以東は地形

を入れてはいけないことになりてい危んです｡それは

わかっていたんですがせっかくの地質図なので地形を

番場大へんよくできた地質図でもともと好評芯っ

たんでしょうが部数カミ少なくなってし裏って一層その

価値が高まりましたね｡今は得カミたい宝物といった感

じです｡

水口校正ずりは僕のところに1部あります古貴重

品溶と思って大事にしてますよ｡

麟燭繊�
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番場地質図といえば当時の10万分五の図幅にはず

い分お世話になりました私は永らく目高のクロム鉱

床の調査をしましたが登川図幅というのは実によくで

きていますね.

水口あれは三本杉さんと私とで

歩いたんです自鈴木先生が時壕指

導に屍えました.先生はカリント

の袋を工人王人終配りでくれてそ

れをかじりながら歩いたものです.

急な坂道では三本形慈んか鈴木先生

水口氏を後から助けて押しあげたものです.

私は先生の水筒を持ってよい水があれば水をいつも入

れかえておき裏した.

熊をりの名人といわれるアイヌを連れて歩きましたが

グラニットの白い玉石と渓流の美しさとそこでとれる

ヤマメの珠は今でもはっきりと思い出します.

造材小屋で久しぶりに風呂に入ったらトビ上る程雇が

痛いんですね.よく見たら雇の裏が赤くなっている,

皮がついてい扱いのに気がついてビックリし漢した曲

1眼O璽～蝸塁券くど蝸貿位でマメや夢鷺の段階を

こえ鳶んですね古い坤ビックリし黛し花ね有歩くと

きは漂茅ジをつけているんで気炉つか狂いんですね皿

長屋先生愁を蜜婆き慧てくれ凄じ花ね｡先螢秘お屍え

に放る畿その夜は潟銚子然婁本ろ幻つく碗摺慣で

た⑳閉め花ですね由禿浦河の調餐芯は渡渉で苦労し

まし花昔正人では急流熔蜜け器⑳懇3久淡艦熔かpて

肩をくみペソ嚢での氷を烈沈もの滋淡彗

竹内相馬鷲&離肉祭)奥紀入りてねる急なも⑳がな

くて空篶く帰りたこ肋蛎り凄篶た紬ね由緒⑳鎧き宿

舎の周りで捨て植塞罐を食裟嚇らす熊菊漸減籔緑杉てい

るわはです吉熊の動慧濠塞鱒の誠茅誠湧淳浦驚は腿を

冷やしたものです､

斎藤皆害ん熊紀会った記録は何回位ですか.

一嗣勅ん護り姦わないものです｡多い人でδ～餐

回というをζるでむよう昔

欝嬬あ芯るで八木窓ん串村慈ん凄芯ご発着がない

災夢です淋恵れられぬ思い出がおありでじよう､

ll,一るまで調査に歩き窪した.私はイ

擬トムカ鉱山調査が忘れられません.

これはイトムカの最初の調査で矢

島さん陸川さん福富先生がいつ

八木氏しょでした.当時官行所依の薯務

所に泊りましてね.スコップで椀がけをすると銀の玉

のような生水銀がたちまちサイダｰびん一杯に狂るのに

はおどろきました,野村鉱業がイトムカを開発するよ

うに放って矢島さんをはじめ多勢の人が試験場から移

りました.私にも声がかかりましたがあの山の中で

はと尻込みしたものです.

私は試験場のうらではじめてボｰリングのハンドルを

握りました.これは試験場のボｰリングの第1号でも

あるわけです｡深度150血でした.利根の機械を買

ってテストを兼ねたものですが深さユ50mといえば

当時としてはいい深度でした.昭和15年の話ですよ･

中村私は今有油開発公団はいますが昭和15年に

北工試に入って化学分析をやらされたり調査の手伝

いをs年間やらされました.私は著かったし何の不満

もなくよろこんで働きました,ひとりで歩いたわけで

はなく皆さんの人夫代りをやりました.大きい荷物

を背負ってハンマｰで有を叩きサンブルをかっいだ

ものです｡亙酬び0里から至近里は歩きましたね.私

も歴の皮か溶くなったqです,のん気だったせいか苦

労したという印象が扱いんです.売輩にはかわいがっ

てもらいました.

斎藤僕も五目10里は歩きましたね.10盟でしたら

毎日歩いても平気でした.工2～1δ璽となるとδ剛㍍

肖位は休む必要がありましたね.

山猿工業試験場には酒豪が揃っていたと闘いでい漢

すが根本先生も錦1人者だったそうですね.�
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根本僕は大したことはないんだ.1斗の酒を4人

で1晩でやっつけたのは鈴木先生と2名の千島勤務の陸

軍将校の筈ですよ.平島調査のとき試験場から凄斗

樽を用意してもらって調査用具といっしょに琴似駅か

ら発送したのですが酒樽だけとうとう未着でした｡

あとで琴似駅に抗議したところが樽がこわれたという

ことでお金で介しょうしてもらいましたがほんとう

に簿がこわれたものかどうか今もって疑問に思ってい

ます苛

欝場千島調査の結果はいつ拙版に放り裏すか吉

んにかかると目高は宝の山ですね.

古鑓大雪山近くでパｰライトもみつけましたよ.

斎藤それ柱らわかります.

霧場いろいろ発見があったようですか先刻の根本

先生のお話では三本杉さんと水口さんカミ賢島で鳥の巣

統の層孔虫(8姉蜘妙0欄)の化石を発現書れだそうで

すが登川図幅の説明書には発見者が別の方になってい

濠す由どうしたんですか｡

綴本小出し紀はちょいちょいかいてい裳す.最近

では鈴木先生の還暦論文集ぽかき塞したが｡

欝場根本先生には最近本格的に平島の仕蜜に打込ん

でおられるよう1こ闘いています淋貴璽な資料ですから

完成される鷺の正員も早いことを希ってい凄す｡

古館千島もそうですがあの頃は馬の調査が多かっ

たそうですね｡馬はどんなところへも行ってくれるの

で場合によっては車よりいいもんです｡しかしね

利口な馬紀かかると大へんで私など10星もきてから馬

に逃げられましてねホトホト参りました.私を落し

て1目散で裸馬が先に帰ってしまうのですよ｡

則鹿面白い動物の印象といったものはありませんか.

竹内野豚には参ったね.家畜を野放しにしておく

と野性化してイノシシのように匁るんですね.調査中

に襲われるかと思ってビクビクしたことがよくあリまし

た.

斎藤下川を歩いたときに山奥でオギャァオギャァと

赤ん坊が泣いている.すて子かと思った位です.こ

れが何ξ狐でした､狐がコンコンと鳴くのはうそです

ね.

根本狐が鴛シコンと匁くのは発情期の雄恋んです中

古館私のは動物では匁く鉱物ですが濱高山脈の

ペグマタイトの中に美しい緑亀のベリルを発屍したこと

があるんです.

番場何ですってエメラルドが目高にあるとは思っ

てもみませんでした.それ本当の請ですか.古館さ

綴本'説明書にのっているのは鑑定春の名であって

発見背は三本杉水口両君匁んです.そのことは地質

学雑誌にもチャンと記載されています..

番場さてお話を伺っているうちに早くも祭時近く

になってしまいました｡会場をあけ渡さ放くては放り

ませんのでここらで閉会紀させて頂蓄設す赫北海道

の地質調査に従事された諾先欝がきわめて困難な条件

の中で立派なお仕事を残されたことがよくわかり感

銘いたしました私どもの現状は3⑪年前にくらべれ

ばまことに恵まれたものといえ讃しょう､野外調査紀

は蝦爽とジｰプを駆使し研究室陪は電子顕微鏡笈線

回折装置をはじめ数冷の近代機籍を傭え多数の地質

家が花がいに討論を交わす機会をもっており婁す｡こ

の近代化を正しくふまえて後継者としての責務を果し

たいとの決意を新らたにした次第です幸先輩各伽ζは

どうぞご自愛せられ末長く私ども後進を激励して下さ

いますようこの機会におねカミいしてこの記念すべき会

を閉じたいと存じます｡大へんありがとうござい塞し

た｡

どジジン後燕狩鎧留)懐紙

畿細こ紹介した奉岩石は賢鵜裟成欝約爾翻の斑糠偽閑岩刺ζ三枚の隔

鐘状をなして翻おする,ハン蝉一の頭納こある岩石がピリジン石葉片

岩で抑止γ盤皇も青緑後の簸鰯偽閑幾である､�


